





A Reexamination of an Outlook on a View of the Knowledge on the Curriculum 
-A Development of Problem-thought as the Tacit Knowledge-

































































































































































する考え方である。J(佐伯俳. 1990 a ; 289)要するに， の社会規範を抽象化し，言語的に明示化し，理論化した
それは 「こ ころを外界を代表する要素に区切り，それに ものであると考えられる。 換言すると，言語や社会規範
対する定式化した操作としてこころの働きを考える立場」 の習得は，語られざるものとして存在し，理論的な知識
〔佐々 木正人. 1988; 241)である。この立儲からすると， の周辺を囲い込んでいるのである。
人聞は自己完結的な情報処理システムであり，知識は記 ハイエクによって各々.i言語感 CSprachgefuhl)J. 
号としてその内部に収集され.保存され，そして外部に 「正義感 CRechtsgefuhl)J(Hayek. 1969= 1984 ; 440-
出力されることになる。 441)と呼ばれた(あるいは取り挙げられた)この二つ
かくして.学校教育においては，表象主義のもとに事 の具体例から分かるように，知識には，書物 (教科啓)
実的知識 (一般的な科学的知識や技術〉を疑う余地のな を読んだり，マニュアルを見たりして，獲得 ・学習する
い真理 ・真実として子どもたちに系統的に習得させてい ことのできる iiJJ実的知識」以外に，実際に行為してみ
くことが主安な目的とみなされることになる。 しかし， るなかから身体を通じてできるようになるという「実践
知識は，一般的な概念 ・法則等の事実的知識に尽きるも 的知識」を見出すことができる。 この知識をライルは





理論的に学習する以前に，母親との関係をはじめ，無数 ないし性向J(ibid. 161-175/管竣彦，1986; 28)と
の言語活動の実践を通じて予め体得してしまう。子ども 規定した。つまり，子どもたちにとって正義という概念
に限らず，話し手なら誰でも普通自分の使用している言 は明確に表現できないにもかかわらず，彼はその郡度そ
語の文法規則については言葉で表現し得ないという意味 の~度，具体的な状況 ・ 文脈に応じて，すなわち 「 …・・・
において械めて無知であるし，仮りに文法規則lを事後的 の場合(条件)であれば，……という」適切な行為の仕
に発見し，明示化することができたとしても，日常の言 方を選択できるのである。それがライルの言う 「傾性





はなく，幾多の経験を通じて漸次体得されていく類いの えて真を失わない実践的可能の状態J(Aristote1es. 19 












































































































































まりにも過小評価されているということである。つまり， 推論 (仮説演湾)， 検証 (または反証)，結論(解決的事
この綬業では.仮説は.あくまで結果(一義的な答え) 態)または確証Jという一連の手続き，いわゆる科学的
一一それも自然・社会そのものに問いかけていくと言い 探究の方法がピルト ・インされていた。しかも，前述し
























































「問題思惟 (Problemdenken)J(Viehweg， 1973=19 

























れたJ(Gardner， 1985 = 1987; 4 Jと諮らしめた， メ



















































































































































































































































































































































































































なければ窓味がなくなる(その反面，矛屑 ・f#去のある えて鐙くと，ここで問題にされているのは，デューイ の
知識ほど，子どもが主体的に獲得することが困難になる)， 問題解決的思考そのものというよりは，それが我が国に
さらに，子どもが.自分の知識の成長過程を認知，ある おいて思考の五局面論 (段階論)として定式化され，長
いはチェックすることが悶難になってしまう，という問 らく，そ して現在も，教授段階論 (学習段階論)として
題点である。 活用されているものを意味する。
総じて，教師は，仮説実験授業でみたように.子ども デューイは問題解決を志向する思与を特に 「探究J
の既有の知識とは落差のある質の高い知識を用意せねば (Dewey， 1951 = 19伺 ;394f. )と呼ぴ，それを 「不確
ならず，しかもそれを子どもにわからないように伏せて 定な状況を，確定した状況に， すなわちもとの状況の諸
おいて，問題解決の過程 (仮説 ・検証の過程)で， iあっ 要素をひとつの統一された全体に変えてしまうほど，状
そうだったかJiなるほどそうか」というように突知と 況を構成している区別や関係が確定した状況に，コン ト
して発見させたり，獲得させたりするように授業を組み ロールされ方向づけられた仕方で転化させることである」




しかし中間項理論が提示するように，あらかじめ知 事態 ・場面から解決的事態 ・場面へと至るプロセス)は.
識を，獲得させるもの，あるいは発見させるものと考え 彼が論理的に形式化したように， 一巡の科学的方法を辿
るのではなくて，むしろ反対に，子どもたちのうちに自 ることになる。すなわち，その思Jf機式は， (1)暗示， (2) 














































































































































































































nking)j CCollingwood. 1939; 11f. /1946; 282ff. 
) .または「問答論理学Clogicof question and a ns 


































































































































ser ，1978)にほかならないが，それは 「自分が 『わから
ない』ことがわかること，自分が 『わかる』ことがわか











































































( 1 )ここで，仮説とは， C.Sバースの唱える 「仮説





























































1989 ; 20-21， 30-47f.) ，ここでは， ハイ エクの理論
を別の角度から捉えた，数理経済学者極沢由典の言明を
みていくことにしたし、。
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Summary 
The purpose of this paper is to clarify “problem-thought" in the educational practice from the theory of the tacit 
knowledge. 
According to this theory， problem-thought is not a thought mode， but a ur-thought which makes thought possible. 
Some characteristics of problem-thought are as follows. 
(1) Doubt toward the outiook on the representational view of the knowledge and learning method grounded on it. 
(2) R，econsideration on knowing-how as skil (art). 
(3)百lepersonal knowledge and conviction of its own development. 
(4) Regarding problem-context (situation) as the organized foundation of thought as important. 
(5) Regarding the question as the organized foundation of thought as important. 
(6) Concrete thought (problem-thought orre-thought) in line with the subject. 
(7) Doubt toward problem-宮olvingthought as the thought within the limits of irreversible=linear time awareness and 
paradigm conversion from its thought mode to a opened thought mode. 
(8) Positive introduction of cognitive science 
Thus， problem-thought， which is“memory art" or the tacit knowledge as the problem-heuristic powers， and it can be 
traced the genealogy back to the retoric (retorical education)， isopening a new hrozont beyond "Subjektivisum" 
and “Objectivismus" in the educational thought 
The contents are as follows. 
1. Preface. 
u. Typology of knowledge and structure of thought-Focalizing examination of problem-solving thoughtーー
1. Knowing-that and knowing-how 
2. Problem-solving thought as “method" and its examination 
m.百leessence of problem-thought and its dynamism 
1. Paradox of Menon and thought of the tacit knowledge 
L占oblem・thoughtas knowing-how 
IV. Problem-thought in the teaching practice-In pursuit of contact with chukanko theory一
1. Growth model ont he theory of knowledge and the two-way theory of thought 
2. Strategy of method of teaching construction 
V. Conclusion 
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